
２　法定検査時の槽内状況と設定状況および概要図

① １次処理流出水と放流水透視度に大差がない。
② 生物膜の生成が少ない。
③ 撹拌水流が強く、ＤＯは６．２ｍｇ/Ｌと高い。
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事例３０　空気逃し調整で撹拌水流を弱めた事による水質改善事例

1　基本情報および一年間の測定結果等
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４　透視度低下の原因

①　１次処理流出水透視度と放流水透視度に大差がない。
②　２次処理に生物膜の生成が少ない。　
③　２次処理の撹拌水流が強い。

５　法定検査から保守点検への指示内容

①　空気逃がしバルブを全閉から１/２回転開き、撹拌水流を弱めて下さい。

６　保守点検から法定検査への返信内容

　指示通り調整しました。

　回復の傾向があり様子を見ます。

　放流水透視度が回復しました。

７　保守点検から清掃への申し送り事項

①　空気逃がしバルブは全閉から１/２回転開いています。
②　循環水は停止しています。

８　清掃時の留意点

①　清掃記録票から水質等、一年間の経過と申し送り事項の内容を踏まえ作業と調整を行う。
②　１次処理１室・２室のろ材は網様円筒状。
③　空気逃がしバルブの開度が分かりにくい場合は、バルブのＳ字やＯ字を起点にすると分かりやすい。
④　または、空気逃がしバルブに結束バンド等を巻くことで位置が分かりやすい。
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